ハンドマイク演説例（消費税増税問題）　　　　　　　　　　　　　20190919　　　鳥取県委員会

　
ご町内のみなさん、こんにちは。こちらは日本共産党です。この場をお借りしまして、訴えをさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。
　安倍政権による消費税１０％の引き上げまで、あとわずかとなりました。しかし、国民の不安は高まるばかりです。どの世論調査も消費税１０％に「反対」が多数です。
映画監督の山田洋治さん、タレントの室井佑月（むろい・ゆづき）さん、経済学者の浜矩子（はま・のりこ）さん、主婦連会長の有田芳子さんなど著名人１０氏がよびかけた「消費税１０％ストップネット」は、９月に１０８万の署名を、野党国会議員に手わたし、「国会をただちに開いて増税中止を」と訴えました。
みなさん、安倍政権は、これまで国民の声におされ、二度消費税１０％増税を中止しています。「いまからでも、増税はきっぱり中止」を。この声をごいっしょにあげていこうではありませんか。
　みなさん。１０％増税を強行したらどうなるでしょうか。複雑きわまる複数税率やポイント還元。中小商店の４分の一しか増税の準備ができておらず、大混乱がおこるのではないでしょうか。
実質賃金が７カ月連続で下がるもとで、増税前に〝駆け込む〟体力すらなくなっています。こんな経済状況のなかで消費税をあげるのは〝無謀〟きわまりないといわざるをえません。
だいたい、消費税は税金にあるまじき、もっとも不公平な税金です。税金をとるなら、アベノミクスでさんざんもうけた大金持ちや、内部留保が過去最高の大企業に応分の負担をもとめるのが筋ではないでしょうか。増税して過去最高の軍事費などにつかうことなど許されません。
みなさん、参院選で、野党は１０％増税ストップを確認して選挙をたたかいました。増税を許さないと結束してたたかう野党の力で国会を開かせ、増税中止法案を成立させようではありませんか。どうぞ、よろしくお願いします。
日本共産党は、最後まで消費税１０％増税中止のため、全力でたたかう決意です。同時にみなさん、これだけ国民多数が増税中止を求めても、聞く耳をもたない安倍政権は、一日も早くやめてもらうしかないのではないでしょうか。そして、こんどは「野党は共闘」から、「野党は連合政権」。本気で政権交代を実現するときではないでしょうか。
９月１２日、「れいわ」新選組の山本太郎代表と志位和夫委員長が会談をおこない、野党連合政権実現に両党が協力すること、また、消費税問題でもふみこんだ話し合いがおこなわれ、消費税問題での野党共闘の発展のためにお互い努力するこが合意されました。
こうした話し合いを、立憲民主党、国民民主党、社会民主党など他の野党ともすすめ、消費税の税率を下げる方法、税率ゼロの部分をつくりひろげることなど、いろんなやりかたを協議し、きたるべき総選挙で、消費税問題を大争点にして、野党連合政権で、消費税の税率引き下げへの道をきりひらく決意です。
最後に、日本共産党が発行しております「しんぶん赤旗」のご購読をお願いし、この場所での訴えを終わります。ありがとうございました。
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